ヘアリーベッチ
およびシロクローバーを表面施用したトマト栽培における生育収量および養分動態

○農作業一郎
・鈴木次郎・田中三郎・(農技大)・山田睦子（農環研）
ハウストマト
にマメ科緑肥２種を追肥した際のトマトのＮ動態を15Ｎトレーサー法により解析するとともに，トマトの生育収量と栽培後土壌の化学性に与える影響について検討した．処理区は化学肥料区(化肥区)，ヘアリーベッチ表面施用区(ＨＶ区)，ホワイトクローバー表面施用区(ＷＣ区)を設けた．追肥後の草丈および葉色値は，処理区間に有意差はなく，同様な経時的変化を示した．収量は，・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・し，栽培後期まで持続してＮ成分が供給されていた．Ｎ投入量が多いマメ科緑肥施用区のＮ利用率は化肥区に比べ低くなるが，トマト中の全吸収Ｎに対する追肥Ｎの割合は化肥区と同等であった．
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